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　本研究は、妊娠後の夫婦間葛藤により周産期DVにいたった夫婦の関係性の修復を支援するカウンセラーの
援助実践を通して、DV予防に向けた助産師、看護師の援助への示唆を得ることを目的とする。研究デザイン
は質的記述的研究であり、DV家族支援を行っている男性の民間カウンセラー１名へのインタビューを通して
データを収集した。分析の結果、カウンセラーの援助実践は【夫婦間葛藤に至った要因への気づきを促す援助】、
【新たなパートナーシップの構築に向けた援助】の２カテゴリーであり、17サブカテゴリーが抽出された。そ
して、援助する看護職に対する要望として【助産師・看護師が対象者との関係を形成する】という１カテゴリ
ーが抽出された。以上の結果から、助産師・看護師は、対象との関係を形成しながら、夫婦の関係性に対する
援助として、妊婦健診等の場面を通して夫婦間葛藤の有無の把握をすること、夫婦間葛藤が生じ、当事者だけ
では解決できない場合には、男性性の程度に合わせた工夫や、ピアサポートグループの活用を通して新たなパ
ートナーシップの構築をしていくことが重要であることが示唆された。また、助産師や看護師が男性性に対す
る理解と、その援助方法を学ぶ機会を持つことも重要であることが示唆された。
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周産期DVが生じた夫婦関係の再構築支援を行った
カウンセラーの援助実践からの示唆

小嶋理恵子＊　田中和子＊＊

Ⅰ．はじめに
　妊娠・出産という過程では、時に妊婦が夫に期待
していたサポートや援助が得られなかった際に夫婦
間葛藤が生じることがある１）。この背景には、夫婦
は親密、かつ情緒的な関係性であるため、双方が相
手に対して肯定的で感情的な応答や見返りを期待し
てしまうこと２）、また、夫婦間では、得られたサポ
ートの数ではなく、その質的な要素が重要視される
という特性があることが考えられる３）。その結果、
妊婦は夫から必要な援助が得られなかったことで傷
つき夫を攻めてしまう。夫も、自分の援助が認めら
れないことや援助不足を妊婦から攻められることで
傷き、怒りを覚え、時にはその解決のために力によ
る支配を行おうとする４）。その結果、夫婦間葛藤か
ら周産期DVへと至るケースも指摘されている。こ
のような状況に陥ってしまった場合、当事者である
夫婦だけでは解決が難しい。そのため助産師には、

妊娠・出産・子育てに伴う援助だけでなく、そこに
生じる夫婦間葛藤への対処についての援助を行うこ
とも求められている。
　産科にいる助産師・看護師は、妊婦健診や面会、
出産準備教室等の場面を通して夫婦間の関係性も確
認し、DVに至る前の夫婦間葛藤の有無の確認、お
よび葛藤が存在する場合には、葛藤の要因や対処方
法を夫婦と共に考えていく姿勢が必要であると考え
る。なぜなら、夫婦という親密な関係性の中では相
手に対する負の感情を素直に表出できないからであ
る４）。
　産科の助産師、看護師に求められる役割とは、チ
ェックリストを用いてハイリスク群を把握しDV被
害者の早期発見につなげること５）６）７）８）、夫婦間葛
藤が生じているかを確認し９）それが周産期DVに至
らないように葛藤解決スキル等を紹介するなど、夫
婦間の関係性に働きかけていくことが重要であると
考える。そこで、今回の研究は、妊娠後の夫婦間葛
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藤により、夫から妻への周産期 DV が生じた夫婦に
対して、カウンセラーが行った夫婦関係の再構築に
関する支援内容を明らかにし、周産期 DV 予防に向
けた助産師や看護師の援助への示唆を得ることを目
的として行った。

Ⅱ．研究方法
１．研究デザイン
　本研究は、妊娠後に夫婦間葛藤により周産期 DV
に移行したケースに援助を行った経験のあるカウン
セラーに対して、夫婦間葛藤の要因、援助者との関
係の中で当事者がどのように夫婦関係を再構築して
いったのか、その援助場面を想起し語りを引き出す
質的記述的研究手法を用いた10）。

２．研究参加者
　研究参加者、（以下、「カウンセラー」と略す。）は、
研修会で知り合った自助グループを運営しているカ
ウンセラー１名である。このグループは財団の研究
支援を受け DV 加害者のための教育プログラムの翻
訳を行い自治体への配布や、DV 当事者に対する夫
婦関係修復プログラムの実施、DV 援助者向けの研
修会等を開催している。カウンセラーは、約15年間、
DV に関する電話相談や非暴力に向けたワークショ
ップを開催しており、妊娠後に周産期 DV が起こっ
た夫婦関係再構築援助等、家族関係に関するカウン
セリングを4000件近く行っている。

３．用語の定義
１）周産期 DV とは：「周産期にある妊産婦への男
性パートナーによる身体への直接的な暴力だけでな
く、精神的暴力、性的暴力など、すべての暴力を含
む11）。」概念である。 
２）夫婦関係の再構築の支援とは：「夫婦（カップル）
におけるパートナーとの関係の中で生じる感覚や、
感情的な親密さ、お互いの話に耳を傾けること、そ
して、その関係にいかに満足しているかといった関
係性の質に焦点を当て12）、双方の認知や行動に働き
かけていく援助」のことである。
３）夫婦間葛藤とは：「夫婦双方が相手に期待した
役割を相手が果たしてくれていないと感じる場合に
抱く相手への不満」である。
４）DV 加害者に対する非暴力ワークとは：DV 加
害男性の変容支援と家族関係の再構築に向けて、ア

メリカで開発されたアジア人向けの方法13）を翻訳し、
固定化された性別役割、性差別の再検討、夫婦間、
親子間葛藤解決に向けたコミュニケーションスキル、
自己対処方法等のプログラムを提供している。運営
は、このプログラムを習得した心理学・社会学の大
学教員やカウンセラー、当事者などによって形成さ
れたピアサポートグループが行っている。
５）男性性とは：「男らしさとして表現される固定
化された性別役割意識を強く持つ男性」を表現する
言葉である。

４．データ収集の手順と分析方法
　データ収集期間は、①2010年８月中旬から９月末
まで、および②2013年11月中旬である。インタビュ
ーガイドに沿った半構造的面接法によりインタビュ
ーを行い、内容を逐語録にまとめた。②の期間では、
①の期間にインタビューを行なったカウンセラーに
行い、①の期間で得られた内容を提示しながら、新
たに加える援助の有無を確認しながら行った。そし
て再度カウンセラーに確認を依頼し、信憑性・妥当
性を確保した。

５．倫理的配慮
　本研究は、日本赤十字北海道看護大学の研究倫理
審査委員会で承認を受け実施した（承認番号85）。
　また、カウンセラーには口頭、および書面にて研
究の目的、参加の自由意思、データの匿名性を説明
し、同意書に署名を得た。

Ⅲ．結　　果
　カウンセラーへのインタビューを通して、援助実
践としては【夫婦間葛藤に至った要因への気づきを
促す援助】、【新たなパートナーシップの構築に向け
た援助】の２カテゴリー、〈　〉で表したサブカテ
ゴリーが抽出された。助産師に求める援助姿勢とし
て【助産師・看護師が対象者との関係を形成する】
という１カテゴリー、３サブカテゴリーが抽出され
た。本文中に、その内容を表しているカウンセラー
の語りは「　」を用いて示した。

１．夫婦間葛藤に至った要因への気づきを促す援助
　カウンセラーは、妊娠後に生じた周産期 DV は、
夫婦間葛藤が要因であることに気づき、その解決に
向けた以下の援助を行っていた。
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１）夫婦間葛藤の裏にある思い・感情（自分・相手）
に気づくよう導く援助
　この援助は、〈葛藤が生じた時の自分の感情を言
葉にするよう促す〉、〈その時の相手の感情や思いを
推測し言葉にするよう促す〉、〈怒りの裏にある感情
について気づくように引き出す〉の３サブカテゴリ
ーであった。これらの援助について、カウンセラー
が以下のように説明した。
　「葛藤の裏にある相手の思いにも気づくようにし
ていきます。過酷な労働の中で、男性は大変なのに。
そこに家事・育児を手伝ってくれないと責めてしま
うと、相手はどんな思いを持つのかと」
２）夫婦間葛藤に至った理由を通訳する援助
　カウンセラーは、夫婦間の相互理解を深めるため
に、〈妊娠した時の女性の身体・心理変化について
説明する〉、〈夫婦がそれぞれ抱いている性別役割分
業観に関する認識を引き出す〉、〈夫婦双方が、自分
と自分の親との関係性を再検討する場を設ける〉の
３サブカテゴリーであった。そのことについて、以
下のように説明した。
　「男性には、妊娠したら女性がどの様な気持ちを
抱くかわからないですからね。」
　「妻の場合も、家事は自分の役割と思って、妊娠
して家事できないプレッシャーもある。」「祖父母と
なる人が。金銭面や行動に口を出したりすると男性
は、自分の存在って何なんだと思ってしまう。」
３）夫婦間葛藤に至った自分の行動に気づくよう導
く援助
　カウンセラーは、夫婦間葛藤に至った自分の行動
に気づくよう導く援助を行っていた。この援助の具
体的な方法は、〈性別役割分業観や相手から期待す
る行動が得られなかった場合の自分の行動に気づく
よう促す〉である。２）での援助を通して、自分と
相手のことについて理解すると、自分の行動を振り
返り、相手に求められていた援助が行えるようにな
っていた。
　「何を求められているかがわかれば、何をすれば
良いのかがわかってきます。」「男性の中には、自分
は男らしくなければならない、馬鹿にされてはいけ
ないと思い込んでいる人もいる。そういう人の場合、
なんでしてくれないの？と責められると、馬鹿にし
た妻が悪いとなってしまう。」

新たなパートナーシップの構築に向けた援助
　カウンセラーは、妊娠後の夫婦間葛藤により周産

期DVに至った夫婦に対して夫婦関係の再構築に向
けた援助を行っていた。それは、〈男性性に合わせ
た援助の工夫・それぞれの夫婦の関係性に基づいた
援助〉、〈夫婦間の対話を促進するコミュニケーショ
ン方法の伝達〉、〈互いのニーズをもとに折り合いを
つけるよう促す〉、〈夫婦として自分たちはどうして
いきたいかについて自分の親に対して説明するよう
促す〉、〈自分たちのニーズのために可能な方法を見
いだすように促す〉の５つのサブカテゴリーから構
成された。
（１）男性性に合わせた援助の工夫・それぞれの夫
婦の関係性に基づいた援助
　カウンセラーの援助は、ジェンダー特性も考慮に
入れたものであった。この援助の具体的な方法は、
「すでに親になった人たちが行った工夫などを聞く」、
「ワークシートを用いて男性が気持ちを表出しやす
いように工夫する」、「お互いに対する怒りが生じた
ときの自分の変化に気づくよう促す」である。男性
民間カウンセラーは、自分の支援を振り返り、男性
と女性の違いを考慮することでDV参加者が変化し
ていくことを語った。
　「女性はグループワークをするとどんどん喋る。
でも男性は自分からはなかなか喋らない。男性の場
合には自分の気持ちや感情を表出しやすいようにワ
ークシートを使ったりする工夫が必要ですね。（中
略）そうやってお互いのことに気づく。成功した人
に話を聞くと男性もやれるからね。」
（２）夫婦間の対話を促進するコミュニケーション
方法の伝達
　この援助の具体的な方法は、〈怒りの感情がエス
カレートしないようにその場から離れるという方法
もあることを伝える〉、〈「あなたが〜してくれない」
ではなく、「これをしてくれると私は嬉しい」など
自分メッセージを用いる〉の２つのサブカテゴリー
である。夫婦間葛藤は時には双方の感情を刺激して
しまう。また、それまでは自分の「怒り」の状態に
気づかないことも多い。夫婦間葛藤によってDVが
生じないようにクールダウンする方法を伝えること
を語った。
　「感情のワークをします。自分にはどんな感情が
あるのか書き出してみる。グループで共有して、場
面を設定して自分がどんな感情や気持ちを抱くかな
と。そして、自分の感情に気づいたらどうすればよ
いかもわかるから」
（３）性別役割分業観や相手から期待する行動が得
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られなかった場合の自分の行動に気づくよう促す
　（２）での援助を通して、自分と相手のことにつ
いて理解すると、自分の行動を振り返り、相手に求
められていた援助が行えるようになっていた。
　「男性は男らしくなければならない、ばかにされ
てはいけないと思い込んでいる人もいる。そういう
人の場合、なんでしてくれないの？と責められると、
馬鹿にした妻が悪いとなってしまう。」「男性も具体
的に何を求められているかがわかれば、何をすれば
良いのかがわかる。」
　「例えばね、自分がヒートアップしそうになった
時には、タイムアウト（一休みして頭を冷やすこと）
を促します。深呼吸をするとか。」
　また、「あなたが〜をしてくれない」という認知は、
夫婦や家族の問題をすべて「相手の問題」にしてし
まう。関係性を修復していくためには、「これをし
てくれると私は嬉しい」自分メッセージで相手に伝
えるような援助を行っていることを話した。
　「夫にしても、妻にしても自分の中の情動には気
づかない。何か問題が起こった時に「相手の問題」
として捉えてしまう。自分がこんなに辛いのに気付
いてくれない相手が悪いとなってしまう。だから、
私は～といった、自分メッセージで伝えるように促
します。」

（４）互いのニーズをもとに折り合いをつけるよう
促す援助
　この援助の具体的な方法は、〈祖父母の価値観や
社会の価値観に左右されずに、お互いのニーズは何
か、どうすれば夫婦双方がやっていけるか折り合い
をつけていくように促す〉である。
　カウンセラーは、親と祖父母世代との関係性につ
いても援助が必要となる理由を以下のように語った。
　「（夫婦が）もめているときに、双方が自分の親に
それを伝えると家を巻き込んでしまう。もめている
ときの感情で親に伝えると状況が複雑になる。まず
は、夫婦で話し合い、自分たちがどうしたいのかを
話し合うようにします。」

（５）私達が見いだした方法について、自分の親に
対して説明するよう促す援助
　カウンセラーは、夫婦で折り合いをつけた内容だ
け、〈そぞれが、自分の親に対して夫婦として、自
分たちはどうしていきたいかという気持ちを伝える
よう促す援助〉を行っていた。カウンセラーは、夫
婦と祖父母世代の関係性に対する支援も重要である
ことを伝えたうえで、その伝え方についても話した。

　「（話し合いをして夫婦が合意できたことは）、必
ず、夫婦がそれぞれ自分の親に伝えるよう促します。
相手の親に伝えてしまうと門が立つというか、自分
の親であれば、親は心情的にも納得できるから。」

（６）私達が可能な方法を見いだすように促す援助
　この援助の具体的な方法は、〈自分たちのニーズ
の実現に向けて具体的にはどう行動していったら良
いか話し合いを促す〉である。この援助は、自分た
ちだけで進まない場合には、援助者が夫婦双方の気
持ちを引き出して導くこともある。その援助によっ
て夫婦が変化した様子を、カウンセラーは以下のよ
うに語った。
　「夫婦の気持ちを引き出して、例えば、そこまで
無理して旦那さんに働いてもらわなければいけない
の？って聞くと、「いやそこまでは。」と。お互いが
そういうふうに考えていたと気づけたら、じゃあ、
どんな方法だったらできるかとか、家事の工夫、残
業の調整もしようとか。」

２�．妊婦や夫が夫婦間の関係性についての悩みを表
出できるような関係性を築くこと

　カウンセラーの語りから、〈妊婦や夫が夫婦間の
関係性についての悩みを表出できるような関係性を
築く〉、〈父親となる男性を支援するために、男性性
や対応方法についての学習を深める〉、〈継続的に支
援できるシステムをつくる〉という３つのサブカテ
ゴリーが抽出された。このカウンセラーの語りは、
援助者としての姿勢につながるものであった。
　カウンセラーは、助産師・看護師に対して、〈相
手の感情を否定せず共感のスキルを用いながら関わ
る〉ことを通して対象者との信頼関係を形成し、妊
婦や夫が夫婦間の関係性についての悩みを表出でき
るような関係性を築くことを望んでいた。また、集
団教室の場面だけでは男性が自分の感情や思いを表
出しにくいことを語り、集団の場でやれること、そ
の夫婦だけを対象とした援助を行っていることを話
した。
　「集団の場でやれることもあるけど、苦手な人も
いる。だから、それぞれの夫婦を対象にしてエピソ
ードを引き出しながら、援助をします。」「あなたは
そう感じるんだね。と相手の感情を否定しないです
ね。」
２）「男性性」を踏まえた父親移行への援助
　カウンセラーは、 妊娠後夫婦間葛藤による周産期
DV にならないためにも、助産師・看護師に対して
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父親となる男性を支援するために、〈男性性や対応
方法についての学習を深める＞ことを望んでいた。
この援助の具体的な方法は、〈男性支援をしている
カウンセラーとの学習会や、父親が周産期に望む援
助に対する調査を行い対象理解に努める〉である。
　「例えば、研修会に参加するのもいいし、病棟で
学習会をするのもいい」
　「DV になったら（関係が修復されるまで）長く
かかる。助産師さんたちも勉強して欲しい」

Ⅳ．考　　察
　以上のカウンセラーの支援から得た知見をもとに、
助産師、看護師が妊娠後の夫婦間葛藤により生じる
周産期DVを予防するための援助について検討する。

１．周産期DVを予防するための援助
　May（2013）は、男性は、妻のサポートをする役
割だけを担っているのではなく、自分自身も父親へ
と移行している過程にあると指摘した。さらに助産
師が妻に対するサポートを過度に期待することによ
って、多くの父親が心理的・社会的孤立感を抱いた
り、自分のパートナーや子供との関係を形成するこ
とが難しいと感じてしまうということを指摘してい
る14）。同様の研究は海外では蓄積されており、男性
は、「疎外感」や、「とまどい」、「自分の能力の無さ」
を感じながらも、周囲にはパートナーを支える強い
自分しか出せなくなることが明らかにされた15）16）17）。
男性が自分の気持ちを表出しにくいと感じる背景に
は、助産師や看護師の中の性別役割分業観が影響し
ているため、助産師・看護師が対象者に対してどの
様な役割期待を持っているのかをカンファレンスで
取り上げ自分達の性別役割分業観を検討する必要も
あると考える。また、周産期DVの学習会や民間カ
ウンセラーとの学習会を通して対象理解を深めるこ
とも助産ケアや看護ケアに役立つのではないかと考
える。妊婦健診の等の場でも、母親の変化だけでな
く男性にも、「妊娠がわかってからの貴方の気持ち
の変化を教えてください。」など、男性もケアの対
象として考えている態度も示すことも必要だと思わ
れる。また、男性性を考慮して最初から多くの語り
を引き出そうとせず、安心して気持ちを表出できる
信頼関係をつくることが重要である。

２�．産後の夫婦関係の再構築の支援に向けた妊娠期
からの予期的な関わりについて
　妊娠・出産という過程では、夫婦がそれぞれ、親
という新たな課題に急速に取り組まなければならな
くなる。時には、従来用いていた個人および二者間
（夫婦）の行動様式、習慣、問題解決方法が使えな
くなる18）。妊娠後の夫婦間葛藤が周産期 DVの要因
となることを考えると、妊娠をきっかけに夫婦間葛
藤が生じていないのかを把握する必要がある。また、
個人の内部における役割間の葛藤や他者役割との葛
藤を体験している当事者同士で、この葛藤の解決を
することが難しい場合もある。その場合には、助産
師・看護師が、その葛藤を解消し、役割移行を促進
する働きをもつと考えられる19）。例えば、妊婦健診
の場でバースプランを用いて子育てについて二人が
どう考えているのか、家事や仕事に対して相手に望
むことを話し合う機会を持つ。話し合いの中で相手
のニーズを理解するという場面を設けることで潜在
的な夫婦間葛藤が明らかになり、自分たちがどうす
れば良いか考える機会にもなる。また、相手に共感
的役割遂行21）を期待し、夫婦間葛藤が生じることも
ある。その場合は、自分の行動に焦点をあてるとい
う「認知」を変える援助を用いること、実際に夫婦
間葛藤を対処した先輩カップルとの交流としてピア
グループを活用し、お互いのニーズを確認する場を
設けることが有用であると考える。健康な家族の共
通性として、父母連合の重要性が指摘されている22）。
夫婦が親へと移行する際には、この父母連合の形成
に向けて、祖父母世代に向けた出産準備教育も有効
であると考える。

Ⅵ．終わりに
　妊娠後の夫婦間葛藤により生じる周産期DVが起
こった夫婦に対して行ったカウンセラーの援助は
【夫婦間葛藤に至った要因への気づきを促す援助】、
【新たなパートナーシップの構築に向けた援助】の
２つであった。そして、助産師はバースプランや集
団教育の場を活用して潜在的な夫婦間葛藤にも気付
き対処方法を考える機会を設けること、援助者自身
が男性を女性のサポート者ではなく当事者として認
識することが示唆された。
　本研究の一部は、平成20-22年度「基盤研究費補
助金（基盤研究Ｃ）課題番号妊娠・出産における男
性の当事者化過程「研究課題番号21592807」によっ
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